
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

                
     令和 3 年度 第２回合同会議を開催しました。 

令和 3年 9月 27日（月）18：30～19：45（zoom） 

                 令和 3年度、第２回「合同会議」を開催いたしました。 

医療・介護関係者等、１２１名が参加されました。 

                 Ｚｏｏｍの接続、ミュート等、円滑な運営の協力ありがとうございました。 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

                                    

      

 

 

 

 

 

 

 

●参加者の声（一部） 

・当施設では、今年度の目標の一つに誤嚥性肺炎の発生を減らすと言う目的を掲げておりますので、非常に今後の

参考になりました。（特別養護老人ホーム施設長） 

・新鮮な内容でした。実際に座ってみたかったです。（調剤薬局薬剤師） 

・体型にあった車椅子の重要性を再認識しました。（特別養護老人ホーム機能訓練指導員） 

・今回の八田先生の講義では車椅子という環境因子を工夫することで改善できると知りました。（介護老人保健施設

支援相談員） 

札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会    令和 3年 10月 4日発行 第 55号 

 

 

 

 
誤嚥予防と関連する車いすシーティング 

 
 今年度の当会の取り組みテーマである「食支援」の関連で、日本医療大学保健医療学部の八田達夫特任教授に

実演を交え「誤嚥予防と関連する車いすシーティング」と題して講義をしていただきました。 

 まず講義では、「車いすはどのような道具なのか」と問いから、ＩＣＦ（生活機能と障害の分類）のお話を交

え、「生活機能を促進しているのか、阻害しているのかを評価していくこと」とご助言をいただきま

した。 

 そのうえで、「車いすのどこか阻害因子でどこか促進因子」なのかという点で、調整可能な車いすを用い

て、ゴールを適切な頭蓋部アライメントとして、骨盤サポート、胸郭下部サポート、胸郭サポー

ト、坐骨結節前方部サポートの機能を作ることにより、阻害因子を促進因子に変えることが可能

との助言をいただきました。さらに重度者ではティルトを使うことで促進因子とすることができると

の助言もいただきました。 

 

 車いすはシーティングだけでは解決できず、 

日々評価をすることが必要との認識で共有できました。 

 その後、オンラインではありますが、八田先生の実演で 

シーティングについて詳しく教えていただきました。 

 引き続き、本テーマについて理解を深めることが必要 

だと思いました。  

（参考左図） 



・車いすが生活機能を促進しているのか、阻害しているのかを評価する事が大切だという事を改めて重要なことが

理解できた。（介護老人保健施設看護師） 

・車いすシ－ティング、骨盤サポート等について参考になりました。（介護老人保健施設管理栄養士） 

・施設には普通型の車椅子が多く、適正な姿勢保持が難しい。バックサポートの工夫等参考になった。クッション

も耐圧分散を視点にもう少し検討するべきと考えた。（介護老人保健施設看護師） 

・車椅子の選択においてシーティングや骨盤、胸郭サポートの重要性について知ることができました。（調剤薬局薬

剤師） 

・嚥下や姿勢への車椅子の影響を知ることができた。（調剤薬局薬剤師） 

 

 

 

第６回 日本アドバンス・ケア・プランニング（ACP）研究会 年次大会 

日時： 2021年 9月 26日（日）10：30～16：00 

大会テーマ： 『With コロナ時代の ACP』  

 

先日オンラインで開催されました。 

西岡病院から２演題、演題発表を行いました（写真参照）。 

・「新型コロナウイルス陽性病棟における患者意向と転帰の検討」 

・「個別性のある人生会議を提案するために～年齢、病状に合わせたアドバンス・ケア・プランニング」 

 

大会のオンデマンド配信も始まりました。オンデマンド配信の申込枠もありますので、詳細は下記ホームページを

ご確認ください。次年度は 9月に札幌市で開催予定とのことです。 

一般社団法人日本アドバンス・ケア・プランニング研究会 ホームページ http://jacra.umin.jp/  

 

 

 

 当会事務局の西岡病院では、国立研究開発法人国立長寿医療研究センターが公益財団法人勇美記念財団 2021年度

在宅医療助成で行う地域包括ケアの中で展開する ACPのための共有意思決定支援(SDM)を学ぶ研修会の

実施機関となりましした（全国５医療機関／当院含む）。  

 １．アドバンス・ケア・プランイング（ACP）を実施するために、共有意思決定支援(Shared decision making：

SDM)を用いた対話技能訓練 

 ２．ＡＣＰファシリテーターとして地域包括ケアシステムの中で ACP連携を展開するための活動計画立案やマネ

ジメント視点の獲得 

 以上２点を中心とした研修プログラムを当地域で展開する予定です。詳細はまたご連絡します。 

 

 

今後の合同会議のご案内（今年度） 

 第３回 ２０２１年１１月２９日（月）１８：３０～１９：３０ オンライン（Zoom） 

 第４回 ２０２２年 ３月２８日（月）１８：３０～１９：３０ オンライン（Zoom） 

とよひら・りんく事務局 西岡病院  岡村・横田・田附  ホームページ：http://www.toyohiralink.jp/      

電 話 011-853-8322（平日 9－17 時）  メールアドレス：info@toyohiralink.jp 

日本 ACP 研究会第 6 回年次大会  

 

    

 

地域包括ケアの中で展開する ACP のための共有意思決定支援(SDM)を学ぶ研修会について  
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